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地域の復興に貢献する 

石巻ブロック災害廃棄物処理業務 

 

①出身地 ②主な職歴 ③趣味･特技 ④抱負 

次長 南條忠文 次長 長谷川敬寿 

①
兵
庫
県
豊
岡
市 

②
通
算
す
る
と
現
場
よ
り
も
店
内 

 

勤
務
の
方
が
多
い
で
す
。
組
合 

 

専
従
で
日
建
協
に
も
３
年
間
出 

 

向
し
て
い
ま
し
た
。 

 

③
釣
り
（
大
体
い
つ
も
ボ
ウ
ズ
で 

 

す
） 

 

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
（
極
た
ま
に
。 

 

リ
グ
は
ハ
ン
デ
ィ
―
の
み
） 

 

④
初
め
て
の
東
北
勤
務
な
の
で
、 

 

東
北
の
人
や
自
然
に
い
っ
ぱ
い 

 

触
れ
て
、
良
い
と
こ
ろ
を
た
く 

 

さ
ん
自
分
の
中
に
吸
収
し
た
い 

 

で
す
。 

 
 

―10月の主な予定― 
 

10/1～ 全国労働衛生週間（10/7まで） 

10/2   安全大会 

 〃    石巻市企画部秘書課広報部 

10/3   全国中小建設業協会愛知県支部 

10/3   山形県置賜広域行政事務組合 

10/4   石巻市議会環境教育委員会 

10/5   青年海外協力隊 

 〃    国交省九州地方整備局 

10/6   プロポーザル審査委員会 

10/25 暴排･災害防止協議会   

 

 

 

９
月
１
０
日
、
当
現
場
で
中
間
処
理
さ
れ
た
可
燃

性
が
れ
き
の
北
九
州
市
へ
の
搬
出
が
始
ま
り
ま
し

た
。
西
日
本
に
震
災
が
れ
き
が
搬
出
さ
れ
る
の
は 

北
九
州
市
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。 

 
搬
出
さ
れ
る
が
れ
き
は
、
粗
選
別
、
破
砕
選
別
を

経
て
可
燃
物
の
み
に
選
別
さ
れ
た
の
ち
、
再
度
重
機

と
手
作
業
に
よ
る
不
燃
物
の
除
去
を
行
っ
て
お
り
、

念
入
り
な
選
別
過
程
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
が
れ
き

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

可
燃
物
を
積
み
込
ん
だ
１
１
０
個
の
コ
ン
テ
ナ
（
が
れ
き
量
は
約
６
０
０
～ 

８
０
０
ｔ
）
を
船
に
積
込
み
、
海
上
保
安
庁
の
護
衛
船
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

１
６
時
５
０
分
に
仙
台
港
を
出
発
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で 

北
九
州
市
に
搬
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

北
九
州
市
に
は
計
２
万
３
０
０
０
ｔ
の
が
れ
き
を
搬
出
す
る
計
画
で
、
受
け

入
れ
て
い
た
だ
い
た
が
れ
き
は
、
北
九
州
市
内
の
３
つ
の
焼
却
施
設
で
焼
却
処

理
さ
れ
、
焼
却
後
に
発
生
す
る
焼
却
灰
は
市
内
の
最
終
処
分
場
で
埋
立
処
理
さ

れ
る
予
定
で
す
。 

広
域
処
理
が
進
ん

で
い
く
こ
と
で 

が
れ
き
処
理
が 

早
期
に
完
了
し
、

被
災
地
の
本
格
的

な
復
興
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま

す
。 

 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
６
ヶ

月
が
経
過
し
た
９
月
１
１
日
、 

宮
城
県
職
員
、
石
巻
市
職
員
、 

Ｊ
Ｖ
職
員
、
各
協
力
会
社
の
参
列

の
下
、
Ａ
・
Ｂ
両
ヤ
ー
ド
内
で 

慰
霊
法
要
を
執
り
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
法
山
寺
の
御
住
職
を 

現
場
に
お
招
き
し
、
参
列
者
一
同

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の 

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。 

 

石
巻
ブ
ロ
ッ
ク
Ｊ
Ｖ
で
は
、 

今
後
、
Ａ
ヤ
ー
ド
内
に
慰
霊
碑
を

建
立
し
、
毎
月
１
１
日
に
慰
霊
の

儀
式
を
執
り
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。 

 

同
日
１
４
時
４
６
分
（
地
震
発

生
時
刻
）
に
、
全
職
員
・
作
業
員

北
九
州
市
へ
搬
出
開
始

北
九
州
市
へ
搬
出
開
始

北
九
州
市
へ
搬
出
開
始   

震
災
か
ら
１
年
半
を
迎
え
て

震
災
か
ら
１
年
半
を
迎
え
て

震
災
か
ら
１
年
半
を
迎
え
て 

働
く
機
械
シ
リ
ー
ズ
⑧

働
く
機
械
シ
リ
ー
ズ
⑧

働
く
機
械
シ
リ
ー
ズ
⑧   

 
 が

作
業
の
手
を
止
め

て
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。
が
れ
き
は
被
災
者

及
び
犠
牲
に
な
っ
た

方
々
の
貴
重
な
財
産
で

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
今
後
も
が
れ
き
処

理
業
務
に

邁
進
し
て

い
き
た
い

と
考
え
て

い
ま
す
。 

①
愛
知
県
名
古
屋
市 

②
ダ
ム
、
高
速
道
路
、
火
力
発
電 

 

所
等
。
入
社
以
来
、
主
に
東
北 

 

中
心
。 

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
。
（
見
る
だ
け
） 

④
１
０
年
程
前
に
、
仕
事
で
石
巻 

 

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
以
前
の 

 

石
巻
に
一
日
も
早
く
戻
る
よ
う
、 

 

皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
り
ま
す
。 

  
 

 
 
 
 

 

 

９
月
２
１
日
か
ら
３
０
日
ま
で
の
１
０

日
間
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運

動
「
め
だ
っ
て
広
報
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
現
場
前
面
道
路
を
通
行
す
る

車
両
に
対
し
、
交
通
安
全
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の

が
主
な
活
動
内
容
で
す
。
当
現
場
で
は
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
大
型
車
両

が
数
多
く
出
入
り
し
ま
す
の
で
、
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
に

よ
る
運
行
を
義
務
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

交
通
事
故
を
含
め
た
関
係
車
両
の
無
事

故
・
無
災
害
も
石
巻
ブ
ロ
ッ
ク
Ｊ
Ｖ
の 

大
き
な
目
標
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

工事係 高橋克 

①
宮
城
県 

②
Ｒ
Ｃ
構
造
・
鉄
骨
構
造
の
建
築 

 

工
事
関
係
２
５
年
。 

③
釣
り
（
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ 

 

・
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
） 

④
地
元
宮
城
県
で
石
巻
ブ
ロ
ッ
ク 

 

の
復
旧
・
復
興
に
携
わ
り
微
力 

 

な
が
ら
少
し
で
も
貢
献
出
来
る 

 

よ
う
に
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。 

 
 

秋の交通安全 

-めだって広報- 

 

鉱
物
分
粒
機

の
一
種
で
、
円

筒
状
の
本
体
を

回
転
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て 

土
砂
か
ら
異
物

を
除
去
し
て
、 

サ
イ
ズ
毎
に
選

別
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。 

がれきが積込まれたコンテナ 

コンテナを船に積込む様子 

コンテナを積込み北九州市へ向かう船 

関係者が参列した慰霊供養の様子 

黙祷する職員一同 

 

散
水
装
置
を
備

え
た
車
両
で
、
撒

水
車
（
さ
っ
す
い

し
ゃ
）
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
道
路
の

清
掃
な
ど
に
使
わ

れ
ま
す
が
、
当
現

場
で
は
粉
塵
の
飛

散

防

止

に

も

役

立
っ
て
い
ま
す
。 

トロンメル 

散水車 

めだって広報に参加したＪＶ職員・協力業者 


